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第２回 自己評価委員会報告書 

 

日  時：令和８年 ２月１７日（月） １０：３０～１３：３０ 

場  所：松本理容美容専門学校 会議室 

出席者名：（学園）嶋村理事長・百瀬副理事長・桐山事務局長 

（学校）松林校長・柏原教務主任 

  嶋村理事長挨拶 

   自己評価の目的を理解し、より良い学校となるよう、改善をしながら高みを目指していってほしい。 

 

【審議検討事項】 

１． 令和７年度自己点検・自己評価について 

令和７年度報告として、教育理念の２項目・学校運営の４項目・教育活動の５項目・学修成果の４項目・

学生支援５項目・教育環境の３項目・学生募集と受け入れ３項目・法令等遵守の２項目・社会貢献の２項

目について、評価４について継続的に向上した部分の報告と今後の対策について細かく説明を行い、対策

方法等について意見交換を行った。 

評価４を、今まで以上により内容の濃いものにしていく必要がある。 

各項目一つずつ細かく評価できていることが、次へと繋がっていくのでは。今後第三者評価という形式 

になった場合においても、大丈夫な体制が整っているのでは。 

公平な評価を今後も継続していくべきである。 

・基準１：美容師法ならびに教育基本法・学校教育法に則り、美容師として必要とされる知識・技術の 

     修得と、社会に貢献できる人材の育成を目指すという教育理念を、教職員と外部講師と共有 

     している。 

・基準２：教育内容の資質向上のためには、人材確保が重点課題である。 

・基準３：カリキュラム内容を時代の変化、学生の要望に合わせ、どんどん進化していくべきである。 

     外部講師同士の引継ぎはスムーズに実施できている。 

・基準４：１年次オリエンテーションでの就職部からの説明により、検定受験者は増加している。 

     資格取得に向けての意識が高い。 

     学習習慣が低い学生も増えてきているため、結果につながらない現状である。 

     学生同士が教え合う環境にしたいが、人間関係がむずかしい部分もある。 

・基準５：全国理美容甲子園と全国エステティックコンテスト希望者が多数いる。やる気がある学生 

     達である。練習にも意欲的。長野校としてのコンテスターに向かう姿勢が継承され、良い 

     文化が構築できている。継続していきたい。 

・基準７：学生募集の厳しさを感じている。より一層工夫し現状より増加していくよう方策を工夫し 

     あきらめずに学校の魅力を伝え、学生募集に力を入れていく 

     進路ガイダンスの重要性を再確認し、より内容を深めガイダンスの機会を活かしていって 

     ほしい。次へつながる広報活動をしていくべきである。 

     本校卒業生をもっと、学生募集に活躍するべきでは・・・実施方法を検討していく。 

     小中学生対象の職場体験・お仕事体験等・ヘアフェスティバルが重要である。 

・基準９：第３者評価実施時期については、今後検討していきたい。 

・基準１０：問題なし 

 



２． 令和７年重点目標について 

〇令和７年度重点目標の実施状況の報告 

重点目標① 【 接客の基本 】  「時間管理」「言葉遣い」「挨拶」「美しい環境」 

○ 時間管理 

休み時間で次の授業の準備を習慣が身に付いた学生もいる。全員、５分前行動が当たり前になるようにしていく 

○ 言葉遣い 

  言葉遣い、言葉選びが重要である。友達との会話でも気になる場面が多く、トラブルもあった。目上の方やお客

様との会話を想定した話し方を身に付けて欲しい。 

〇 挨拶 

  大抵の学生は挨拶が身に付いてきた。自ら進んで明るくできる学生は少ない。また、自分の不機嫌さをアピー

ルするかのような学生も多く、周りへの配慮にかけている。根気強く指導を続けていくしかない。 

〇 美しい環境 

  整理整頓の個人レベルが違うため、個々に合わせた指導が必要だった。 

 

重点目標② 「体調管理」「素直な心」「感謝」 

○ 健康管理 

体調の管理だけでなく精神面も遅刻や欠席に表れている。保護者共に欠席に対して抵抗がない場合が多い。日頃

から体調管理をし、休まないようにするという意識をつけさせたい。 

〇 響いていく指導 

  指導の後に、何かしらの言い訳がでる。「素直な心」「感謝の気持ち」が育っていなければ、上達するのにも時間

がかかる。教師が生徒からの信頼や尊敬の対象となるよう、隙が無いように行動していた。 

 

重点目標③ 

〇 新人教員もいるので授業の仕方、学生指導の経験など手合わせや情報共有を心掛けた。 

検定も可能な限り取得した。 

○２名の主任が全体の主任となり、戸惑う場面も多々あった。 

 

 〇令和８年度 重点目標 

➀接客の基本  

「時間管理」「身だしなみ」「挨拶」 

②学ぶ姿勢 

      「事前準備」「健康管理」「行動力」 

③職員の指導力強化 

         

３． 学校関係者評価委員会より報告 

・令和７年度自己評価中間報告 

・令和７年度重点目標の中間報告・課題の説明 

 重点目標➀ 接客の基本 時間管理・言葉遣い・挨拶・美しい環境 

 重点目標② 学ぶ姿勢  体調管理・素直な心・感謝 

 重点目標③ 職員の指導力強化 

・学校関係者評価委員より提言 各項目・重点目標について 

以上が、学校関係者評価員会にて検討した事項の報告 

   学校関係者評価委員の報告が、第三者評価になっていくので、今後活かしていく。 



 

４． 教育課程編成委員会より報告 

・令和７年度自己評価中間報告 

・令和７年度重点目標の中間報告・課題の説明 

・令和７年度学校関係評価委員会報告 

・カリキュラム説明 

・生徒の様子及び業界から 

以上が、教育課程編成委員会にて検討した事項の報告 

 

５． 次回 第１回自己評価委員会 令和８年７月１５日（水）１０：００～（松本校） 

              令和８年度 自己評価中間報告 

              令和８年度 重点目標中間報告 


